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近江商人吉村儀兵衛家の雇用形態（２）
Employment System of an Omi Merchant from the Yoshimura Family 



























































　吉村儀兵衛家には，この「第一号　誓約書式」を踏まえた明治 43年 6月 1
日の次のような誓約書が残されている。
（ 4）明治 19年 9月「記」（日野町史編さん室寄託吉村儀兵衛家文書）。











































































































































　すなわち，奉公人である子供の召抱えを 10歳前後，13～ 14歳，15～ 16歳
に区分し，10歳前後で召抱えた者は，7年を過ぎて初登りをし，その際親元へ
























































　この史料では，明治 22年 10月 25日に帰国，翌 23年 4月 24日に着店，同
年 5月 3日帰国，同年 11月 14日着店，翌 24年 3月 11日登国，同年 7月 9日
着店，同年 10月 15日登国，同年 11月 23日着店と続き，これ以降毎年登国（帰国）
と帰店（着店）を繰り返す。ほぼ 3月頃に登国し，4～ 5月に帰店，6月に登国し，
10月帰店するというように年に 2回近江への登国と久下田への帰店を繰り返
している。しかし，明治 37年のように，3月 11日帰国，4月 13日帰店，6月
2日登国，7月 17日帰店，8月 7日登国，10月 23日帰店とあるように，年に
3回の場合も多く見られる。さらに，明治 44年のように，3月 8日登国，4月





たる時期に 1～ 2か月の近江への帰国を 2～ 3回繰り返すのが一般的であった。
　ただし，これは主人の場合であって，奉公人の場合には，前述の規定に従い，
在勤年数と役職に従って登りが実施されたようである。たとえば，徳治郎（日
野町出身，明治 12年生まれ）は，明治 23年 7月 14日に初下りして店に勤めてい
たが，5年目の同 28年 4月 29日に初登りをし，同年 6月 18日に帰店してい
る。豊吉（甲賀郡三雲村出身，明治 18年生まれ）も，明治 30年 4月 27日に初下り
して店に勤めていたが，5年目の明治 35年 4月 10日に初登りをし，同年 6月
29日に帰店している。善三郎（蒲生郡北比都佐村出身，明治 12年生まれ）は，明治
25年 5月 15日に近江国を出立し，翌日に初下りとして羽吉が同道して店に着








ので大正 14年 5月 31日に初下りを行っている。そして，同年 6月 23日に登
国し，同年 10月 21日には帰店している。その後も大正 15年と昭和 2年には
年に 2回，昭和 3年には 3回，登りを繰り返している。吉雄（蒲生郡西大路村出
身，大正 7年生まれ）は，昭和 7年 5月 27日に初下りして店で勤め，3年目の昭
和 10年 4月 24日に初登り，同年 5月 27日に帰店している。重郎（蒲生郡桜川







大正 14年における登りの状況がわかる。それによると，芳造と大正 14年 10
月 14日に初勤の陞治郎の 2人を除く者は，大正 14年にすべて登りを行ってい
るが，3月 20日以前と 12月 11日以降は酒造繁忙期にあたり全員が店にいる
ことがわかる。また，支配人と思われる喜太郎が 3回の登り（4月 14日～ 6月 1















を抱える。主人は，大正 15年 3月 29日登国，6月 11日帰店，7月 10日登国，
10月 11日帰店とあり，1年のうち冬場を中心とした酒造繁忙期の半年強を久
下田店で過ごし，残り半年弱を近江国の本家で過ごしていたことがわかる。喜




回帰宅しているが，そのうち 1回（9月 29日～ 10月 17日）は，「病気帰宅」であっ
た。正治郎・亀吉は，新たに雇用されたようで登りは認められていない。登り




















10両，冬 15両の合計 25両が渡された。「支配人下身上持」には 18両，「川筋

























明治 32年生まれ，同 43年店着）は出廻り及び枡取役，光（久下田町出身，大正 5年店着）
は得意先廻りであり，喜太郎（日野町出身，明治 15年生まれ，同 28年初下り）・利吉（日































ものであった。杜氏は 10両から 13両に，頭は 8両から 9～ 10両に，糀屋は
6両から 7～ 8両に，二番は 5両から 5両 2分～ 6両に「当人勤方情々」に応
（20）文久 3年 12月「奉公人請状之事」（栃木県立文書館寄託吉村儀兵衛家文書）。


















は，万延元年 8月 1日に頭として召抱えとなり，その後明治 3年まで杜氏を勤
めたようである。越後国苅輪郡田谷村の定吉（36歳）が明治 6年 9月 9日に頭
役として着店した。頭役としては，文久 3年 8月 4日に吉兵衛が就いている。
二番役には，慶応 2年 10月 16日再勤の茂吉，同 3年 10月 24日着の瀧蔵がなっ
ている。また，前掲明治 20年「給金精算帳」では，大正元年 10月 15日着で，
（22）徳田浩淳『栃木酒のあゆみ』（栃木県酒造組合，1961年）388～ 389頁。
（23）一方，店員の給金については，「大正六年度決算調」（日野町史編さん室寄託吉村儀兵
衛家文書）では，喜太郎 204円，利吉 198円，専治郎 192円，佐市 158円，清三郎 108円，
平吉 96円，末松 6円 60銭，鶴吉 54円であった。前掲大正 14年 12月「大勘定下調」に
よれば，主人 300円，喜太郎 650円，利吉 450円，専治郎 420円，佐市 370円，鶴吉 370円，
光雄 300円，幸作 190円，芳造 170円，常松 170円，正治郎 45円の総額 3435円であった。
前掲昭和元年 12月「大正拾五年度大勘定」では，主人 500円，喜太郎 650円，利吉 450円，
専治郎 420円，佐市 370円，鶴吉 370円，光雄 300円，幸作 200円，芳造 180円，常松 170円，
正治郎 150円，亀吉 70円の総額 3830円であった。なお，給金以外に配当金が店員の格付
けに応じて支給された。例えば前掲「大正六年度決算調」では，喜太郎（9.5）388円 94銭，
利吉（9）368円 47銭，専治郎（8）327円 54銭，佐市（5）204円 70銭，清三郎（5）204













者として，明治 3年 9月 3日からの甚蔵（越後国刈輪郡北条村六左衛門二男，53歳），
同 4年 8月 10日からの熊吉（同国刈輪郡下宿村弥惣吉三男，37歳），同年 8月 11日
からの弥兵衛（同国頸城郡未野村巳之吉二男，33歳），同年 3月 17日からの惣吉（同


















年に着店し，以来勤めに励み，昭和 15年 5月 14日に「依頼永暇，本人老齢ノ
故ヲ以テナリ」と，依願退職したが，その際「仝人永年勤続ヲ賞シ，聊カ慰労
（25）明治 5年 5月「人別書上并ニ寄留再改書上」（栃木県立文書館寄託吉村儀兵衛家文書）。











め多くの事例が見られた。忠太（近江国山上村出身）は，天保 9年 9月 26日に初
下りし，弘化 3年には国元にいたが，嘉永 5年 11月 14日から久下田店に勤め，
同 6年 9月 9日には恩名店勤めとなり，安政 2年 6月 26日からは恩名店から







。朶蔵（蒲生郡増田村出身）は，嘉永 5年に初下りし，安政 4年 9月 20日頃
から柿岡店に勤め，同 5年 5月 20日より登国，文久 2年 8月 2日柿岡店より







　宗兵衛は，天保 4年 8月 11日より勤め始めたが，明治 19年 8月に怪我を
し，その後「床ニ附キ居リ候処，漸々ニ病勢相増シ」同 21年 1月 4日朝に死
去（55年勤続）した
（31）
。吉太郎（蒲生郡小谷村出身）は，明治 14年 12月 7日に初下













。勇蔵は，天保 7年 3月から鷲巣店に勤務し，安政 4年 9月 20日からは







































吉（甲賀郡三雲村出身）は，明治 30年 4月 27日初下りし，同 35年 4月 10日に




。辰蔵（日野町出身，明治 29年生まれ）は，明治 44年 6
































































































われ，明治 35年の規定では，初登りは 5年目，二度登りは 4年目とあり，そ







15両の合計 25両，「支配人下身上持」には 18両，「川筋廻懸合方」には 15両，
「売子廻り」には 12両，「枡取方」には 12両の給金がそれぞれ職務に応じて支
給された。酒造労働の給金については，安政 3年に杜氏は 10両から 13両に，
頭は 8両から 9～ 10両に，糀屋は 6両から 7～ 8両に，二番は 5両から 5両
2分～ 6両に「当人勤方情々」に応じて支給するように改定された。昭和 7酒
造年度の栃木県酒造従業員給料支給額表には，杜氏・頭役・麹屋・酛廻り・二番・
舟頭・釜屋・上働・中働・下働があり，平均支給額はそれぞれ 311円，155円，
158円，153円，128円，125円，116円，106円，99円，89円と職務によって
定められていた。
　第 8に，吉村儀兵衛家の奉公人の退職理由として，病気や病死の多さと不埒
が目に付いた。しかし，不埒なものにも一定の反省を促す機会が与えたり，長
104 経済理論　354号　2010年 3月
期勤続者には褒美金などの報酬が与えられたりして，その勤労に報いた。在所
登り制度は，解雇・退職を促す一つの契機になっており，各出店が酒造業を営
み，しかも近接した関東地域に集中していたため，吉村家では出店間での移動
が比較的多く見られた。
〔付記〕
　本稿作成にあたっては，史料所蔵者である吉村儀兵衛家ならびに寄託先である日
野町史編さん室，栃木県立文書館には，大変お世話になった。ここに深く感謝の意
を表します。なお本稿は，平成 20年度～平成 22年度科学研究費補助金（基盤研究（C））
「近江商人の経営と雇用形態に関する研究」による研究成果の一部である。
